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羽村市の現況（人口、財政状況、まちづくりの方向性）について 

 

① 羽村市の人口 

 人口の長期推移 

 令和 3（2021）年の羽村市の総人口は、54,725人です。昭和 62（1987）年から令和 3（2021）

年の 35 年間の人口推移をみると、平成 12（2000）年までの人口は毎年増加していますが、

平成 12（2000）年以降は、増加傾向が緩やかになっています。 

 その後、平成 17（2005）年に 57,000 人を超え、市の人口は、平成 22（2010）年 9 月の

57,772人をピークに、その後は減少傾向に転じています。 

 

図表 総人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：羽村市「住民基本台帳人口（毎年 1月 1日現在） 
（平成 24（2012）年までは、外国人登録数を合算した数値、平成 25（2013）年以降は、外国人を含む数値） 

 

 

 

 

 

 

資料６-１ 
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 年齢区分別人口割合の推移 

羽村市の人口は、平成 25（2013）年は、57,237 人でしたが、その後は減少傾向にあり、

平成 26（2014）年には、56,000人台、平成 30（2018）年には 55,000人台となりました。 

令和 4（2022）年は、54,609人となり、平成 25（2013）年と比較すると、2,628人減少し

ました。内訳をみると、人数と構成割合ともに、年少人口および生産年齢人口が減少し、老

年人口は増加しました。 

 

図表 年齢区分別人口割合の推移（平成 25（2013）～令和 4（2022）年） 

 

資料：羽村市「住民基本台帳人口（毎年 1月 1日現在）」（住民基本台帳人口は、外国人を含む数値） 
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 自然動態（出生者数・死亡者数）の推移 

 平成 24（2012）年～令和 3（2021）年の出生・死亡（自然動態）の推移をみると、死亡者

数が出生者数を上回る「自然減」の状態が続いています。平成 24（2012）年は 31人だった

減少数は、令和 3（2021）年には 276人となり、減少数が大きくなっています。 

 

 

 

図表 羽村市の出生・死亡の推移（平成 24（2012）年～令和 3（2021）年） 

 

資料：羽村市「住民基本台帳人口」 

（平成 24（2012）年までは、外国人登録数を合算した数値、平成 25（2013）年以降は、外国人を含む数値） 
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 社会動態（転入者数・転出者数）の推移 

 平成 24（2012）年から令和 2（2020）年の社会動態（転入者数・転出者数）の推移をみる

と、いずれの年も転出者数が転入者数を上回る「社会減」の状態にあり、令和 2（2020）年

は 331人の減少でした。しかし、令和 3（2021）年は、平成 20年以来、13年ぶりに転入者

数が転出者数を上回る「社会増」の状況になり、177人の増加となりました。 

 

図表 羽村市の転入者・転出者数の推移（平成 24（2012）年～令和 3（2021）年） 

 

資料：羽村市「住民基本台帳人口」 

（平成 24（2012）年までは、外国人登録数を合算した数値、平成 25（2013）年以降は、外国人を含む数値） 
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 5歳階級別の社会動態（0～64歳）の推移 

 総務省統計局の集計データをもとに、0 歳から 64 歳までの 5 歳階級別の転入・転出の状

況をみると、0歳から 14歳までの年少人口と 15歳から 19歳は、平成 26年以降、転入超過

の傾向にあることが確認できます。特に、0 歳から 14 歳はこの年代だけでの移動は考えに

くいことから、社会動態全体としては、減少傾向にあるものの、子育て世帯は転入超過の状

況にあると推察されます。 

 また、15 歳から 19 歳は、市内事業所の雇用による転入者が多く、その年代が 20 歳から

29歳で羽村市を離れていく傾向にあると考えられます。 

 前述のとおり、令和 3 年は、全体としても社会増に転じており、0 歳から 64 歳までの人

口の多くが社会増の状況にあります。 

 

図表 5歳階級別社会動態（0～64歳） 

 
資料：総務省統計局「住民基本台帳人口移動報告（日本人のみ）」 

※凡例データは、転入超過の年代を黄色の網掛けとしています。 
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 羽村市の将来人口の推計 

 平成 27（2015）年の国勢調査の人口を基準に、コーホート要因法を用いて、令和 47（2065）

年までの人口を推計しました。 

 市の人口は、令和 2（2020）年の推計値である 54,578人から 10年間で 4,000人程度の減

少が見込まれ、令和 12（2030）年には、50,623人を見込んでいます。 

 14 歳以下の人口の減少、65 歳以上の人口の増加が続き、少子高齢化がさらに進みます。 

 

図表 羽村市の将来人口推計の結果 

 

出典：第六次羽村市長期総合計画基礎調査報告書（令和 3（2021）年 3月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


